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1.　市販の各種の天然および合成糊料およびそれらの

誘導体で各種の繊 維の糊付を行 ない糊料と糊付し た布の

性質との関係を明らかにする。

2.　糊料とし てはジャガイモデンプ ン, C. M. C, セロ

エース,   p. V. A.,ナル コD.  P., K-101, サンフロック,ジ

ャガイモデ ンプ ン十エリオン（0.5% 添加） の８種類 をま

た繊 維とし ては100% 木綿,   100% テトロン，テ トロ ン一

木綿（65:35 ）混紡品 の３種 をえらんだ｡ 各種糊料 の1.5

％の水溶液 を作り， これ に繊維 を30 ° Cで60 分間浸漬し

余分の付着糊液を遠心分離で除い たのち， 自然乾燥し た

ものを試 料とし た。 防湿度 はJ.  R. C. グリースレ カバ リ

ーテスターを用い て開角度 法により測定し た。

3.　糊付を行な うことによって木綿, テトロン,木綿－

テトロン混紡品い ずれの場合に も防皺性 は低 下すること

がわかった。 とくにC.  M. C.におい ては， この傾向 が最

も大きく以下ジ ャガイモデ ンプ ン， セロエ ース，ジ ャガ

イモデ ンプ ンにエ リオンを添加し たもの， ナル コD.P,,

K-101,  P.V.A., サンフロ ックの順に防皺度は よい結果

を示し た。 サンフ ロックの場合 は未処理 の繊維 に近い防

皺度 を得 た。繊維別 にみ た結果で は防皺度はテ トロ ン，

木綿－ テ トロ ン混紡，木綿 の順序であ り，この傾向は糊

付 を行 なった場合 も変らない，ま た木綿 の場合には セロ

エ ース，ナル コD.  P. はジ ャガイ モデ ンプ ンよりも低い

防皺度 を示 すが木綿－テ トロ ン混紡，テ トロ ンの場合に

はジ ャガイ モデ ンプ ンよりも高い防皺度 を示し た。


